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気象庁数値予報システム

地球上を取り巻く大気中に起こる気

象現象は,幾つかの大気中の波動じょ

う乱の組合せによって起こる｡すなわ

ち超長波,長波,短ブ皮,中規模じょ う

乱,対流現象,乱流などである｡普通,

天気図_Lに見られるのはプラネタリー

波(超長波,長波)であるが,このプ

ラネタリー披が現われる大気は,rFq反

する地球上に重力の作用でとらえられ

た薄い流体の屑である｡

日常経験する天気現象は,このよう

なi充体屑が太陽から発し地球によって

複雑に改変された熱の効果に対して示

す反応が表われた結果であると言える｡

このような外部条件の下に回転する

i充体を支配するi充体力学と熱力学の某

礎方程式を解けば,その解として天気

現象や天気図上の波動が表現されるは

ずである｡一般に基礎方程式は板めて

複雑な形をしており,非線型でもある

から,解析的に解くことは不可能であ

るため,専ら数値計算法を駆使して,

数値解を近似的に求める外はない｡基

礎方程式は時間に関する変化率を含ん

でいるから,それを時間的に外挿して

いけば,.もし適当な初期値が分かって

いる場合には,ある時間後のi充体の二状

態を予幸反することができる｡このよう

にある時刻の大気状態から出発し,基

礎方程式に準拠しつつ,波動の時間的

変動,空間的変動と展開を数値的にシ

ミュレートして気象を予報していくこ

とを数値予報と言うのである｡

この数値予報システムの特徴として

は,その計算量の巨大さからシステム

の主要な構成品として超大形高性能電

子計算機が必要であるということであ

る｡またジョブの処理形態としては匡Ⅰ

外･匝Ⅰ内各地の観測データをオンライ

ンリアルタイムで′受信したり,気象

統計,長期予報,地震盲疫計算,潮汐の

計算,数値予報計算などのバッチ ジョ

ブ処理,気象研究のためのりモート

バッチ処理を行なったりするため,オ

ンラインリアルタイム処理,リモー

ト バッチ処理及びバッチ処王里を統一

的に一つのオペレーティ ング システ

ムで管理する必要がある｡更にシステ

ムの要件としては,システム ダウン

に対する配慮,ユーザーが自由に使用

可能な大きなメモリ空間などが必要で
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ある｡口_､工製作所はこのようなシステ

ムの要求に対し提供したのがHITAC

8800/8700マルチ プロセッサ システ

ムで,昭和49年10月末から稼動を開始

し,昭和50年からは従来の雨量に関す

る情報に加えて,風向風速,気ブ且,日

照日寺間の各要素の観測が開始され,52

年度までには観測点が全国約1,300個

所まで拡充される予定である｡

更に今後は,予報モデルの開発,予

幸即寺間の延長,予報格子間隔の細密化′.

プロダクト提供先の多様化などによr),

天気予報精度の向上,多様化が図られ

ていくことになF),｢J立製作所のもつ

ハードウェア,ソフトウェア,システ

ム技術の総合技術力がますます要求さ

れていくであろう｡
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数値予報システムフロー

ファクシミリ送画機




